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均的鉄濃度である 50 nMの鉄濃度の下，Microcystisと Planktothrixの鉄の獲得競争をシミュレーションする
とMicrocystisが優占するという結果が得られた。
　以上の結果をまとめると，従って特定のシアノバクテリアの優占メカニズムにはこの鉄の質的な利用性と
量的な要求性の種による違い，水中の鉄の形態の変動が大きく関わっていることが明らかとなった。
審　査　の　結　果　の　要　旨
　本研究により，湖沼では初めて，藻類が直接利用可能な無機態の鉄濃度を定量することに成功した。また，
藻類の鉄利用性を定量的に評価する手法を確立した。さらに，モデルを作成し，鉄制限下での二種類の藻類
の優占度をシミュレーションした。
　以上のように，本研究は湖沼における鉄の存在形態ごとの濃度を明らかにするとともに，それらが藻類増
殖にどのような影響を与えるかを明らかにした。したがって得られた成果は大きいと判断する。
　よって，著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
